
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内部に洗濯槽を支持する枠体と、この枠体の上部に装着 略中央部に衣類投入口を有
する上部枠体 前記上部枠体 内部に 電装部品、注水部材な
どを装着した支持部材 、前記支持部材は 前記上部枠体に

固定 、 前記枠体に
固定

した洗濯機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、給水弁や吸水ポンプなどの電装部品、注水部材などを有する洗濯機に関する
ものである。
【０００２】
【従来の技術】
　従来、この種の洗濯機は図４に示すように構成していた。以下、その構成について説明
する。
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され
と、 の衣類投入口の後方 設けられ

とを備え 、 後面の左右２か所で第
１のねじにて固定されるとともに前記上部枠体に前記衣類投入口の後方上面の左右２か所
で第２のねじにて され かつ、 支えられるとともに前記枠体に後面の左右
２か所で第３のねじにて されるように構成し、前記上部枠体は、前記第１のねじおよ
び第２のねじを外すことで前記支持部材が前記枠体に前記第３のねじにて固定された状態
で取外し可能とし、かつ、前記第３のねじを外すことで前記支持部材が前記上部枠体に前
記第１のねじおよび第２のねじにて固定された状態で取外し可能と



【０００３】
　図４に示すように、洗濯槽１は、枠体２の内部に支持しており、この枠体２の上部に上
部枠体３を装着し、上部枠体３の略中央部に衣類投入口４を形成し、蓋（図示せず）で覆
っている。また、上部枠体３の後部に給水弁６と、吸水ポンプ７と、注水部材８をそれぞ
れ直接ねじ９や爪嵌合等で取り付け、後方パネル部材１０で覆っている。
【０００４】
　また、上部枠体３の前部には、プリント基板収納部１１を形成し、このプリント基板収
納部１１を上方より覆設し、かつボタン１２を有する前方パネル部材１３を設け、この前
方パネル部材１３の裏面にはスイッチ等を有する操作用プリント基板１４を装着している
（例えば、特許文献１参照）。
【０００５】
【特許文献１】
　特開平５－１２３４９２号公報
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
　このような従来の洗濯機では、上部枠体３の後部に、給水弁６や吸水ポンプ７等の電装
部品と、注水部材８などをそれぞれ直接ねじ９や爪嵌合等で取り付けているが、上部枠体
３に形成している衣類投入口４は外観部であり、特に取付部品が多い場合は、組立て時に
傷などつかぬように細心の注意が必要であった。
【０００７】
　また、上部枠体３に、給水弁６や吸水ポンプ７等の電装部品や注水部材８等をそれぞれ
取り付けるための形状を構成する必要があるため、上部枠体３は非常に複雑な形状となっ
ていた。
【０００８】
　また、使用者のニーズや洗濯容量の違い等によって幅や奥行き等の寸法の異なる洗濯機
を多数開発する必要がある。この場合、内蔵される給水弁６や吸水ポンプ７等の電装部品
や注水部材８が同じ場合であっても、それぞれの部品を直接上部枠体３に取り付けるため
、組立ての合理化が十分できていなかった。
【０００９】
　さらに、最近の洗濯機は多様化が進んでおり、同じ寸法の洗濯機においても、例えばイ
ンバータ機能の有無等で吸水ポンプ７の種類を変えるなど、内蔵される部品を変える必要
がある。その場合も上部枠体３をその機種に応じて新設する必要があった。
【００１０】
　本発明は上記従来の課題を解決するもので、上部枠体に直接取り付ける部品点数を低減
し、組立て時の傷つきの機会を減らし、上部枠体の形状を簡易化して、コストを低減する
とともに、上部枠体に取り付ける部品が重い場合にも上部枠体の変形をなくすことを目的
としている。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
　本発明は上記目的を達成するために、内部に洗濯槽を支持する枠体の上部に、略中央部
に衣類投入口を有する上部枠体 装着 、上部枠体 内部に電装部品
、注水部材などを装着した支持部材 、この支持部材は 上部枠体に

固定 、 枠体に
固定

したものである。
【００１２】
　これにより、上部枠体に直接取り付ける部品点数を低減できて、組立て時の傷つきの機
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が され の衣類投入口の後方
が設けられ 、 後面の左右

２か所で第１のねじにて固定されるとともに上部枠体に衣類投入口の後方上面の左右２か
所で第２のねじにて され かつ、 支えられるとともに枠体に後面の左右２か所
で第３のねじにて されるように構成し、上部枠体は、第１のねじおよび第２のねじを
外すことで支持部材が枠体に第３のねじにて固定された状態で取外し可能とし、かつ、第
３のねじを外すことで支持部材が上部枠体に第１のねじおよび第２のねじにて固定された
状態で取外し可能と



会を減らすことができ、上部枠体の形状を簡易化して、コストを低減するとともに、支持
部材に装着して上部枠体に取り付ける部品が重い場合にも上部枠体の変形をなくすことが
できる。

【００１３】
【発明の実施の形態】
　本発明の請求項１に記載の発明は、内部に洗濯槽を支持する枠体と、この枠体の上部に
装着 略中央部に衣類投入口を有する上部枠体 前記上部枠体 内
部に 電装部品、注水部材などを装着した支持部材 、前記支持部材は 前
記上部枠体に

固定 、 前記枠体に
固定

したものであり、上部枠体に直接取り付ける部品点数を低減できて、組立て
時の傷つきの機会を減らすことができ、上部枠体の形状を簡易化して、コストを低減する
とともに、支持部材に装着して上部枠体に取り付ける部品が重い場合にも上部枠体の変形
をなくすことができる。 、支持部材に装着している部品の交換などのサービスを容易
にすることができ 、洗濯槽などの修理のときには、支持部材は上部枠体と一体に外
すことができる 修理内容によって支持部材の外し方を自由に選択することができる
。 組立方法を従来と同じように上部枠体を裏側に置いた状態で支持部材を先に取
り付け、その後に上部枠体を枠体に取り付けることができ 、組立ライン構成の変更
の必要もない。
【００１４】
【実施例】
　以下、本発明の一実施例について、図面を参照しながら説明する。
【００１５】
　図１に示すように、枠体１５は、内部に洗濯槽（図示せず）を支持し、この枠体１５の
上部に、略中央部に衣類投入口１６を有する上部枠体１７を装着する。支持部材１８は、
洗濯槽内に水道水を給水する給水弁１９、風呂水などを吸水して洗濯槽内に給水する吸水
ポンプ２０、乾燥行程で温風を加熱するヒータ２１などの電装部品と、給水弁１９から洗
濯槽へ給水するときに水道水を通過させて洗剤を投入する注水部材２２などを装着してい
る。この支持部材１８は、図２に示すように、上部枠体１７の下方から取り付け、ねじ２
３ａ、２３ｂを上部枠体１７の後面より螺合し、ねじ２３ｃ、２３ｄを上部枠体１７の上
面より螺合して、上部枠体１７に固定するとともに、支持部材１８の後部をねじ２４ａ、
２４ｂで枠体１５の後面に固定している。
【００１６】
　これにより、支持部材１８が、乾燥行程で温風を加熱するヒータ２１を搭載しているよ
うな重い場合においても、枠体１５に支えられるため、上部枠体１７の変形をなくすこと
ができる。
【００１７】
　また、上部枠体１７は、支持部材１８を枠体１５にねじ２４ａ、２４ｂにて取り付け固
定した状態で、ねじ２３ａ～２３ｄを外すことにより、枠体１５および支持部材１８から
取り ことができ、給水弁１９、吸水ポンプ２０、ヒータ２１、注水部材２３などを装
着した支持部材１８の上面を露出できるため、支持部材１８に装着している給水弁１９、
吸水ポンプ２０、ヒータ２１、注水部材２３などの部品を交換するなどのサービス性を飛
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また、支持部材に装着している部品の交換などのサービスを容易にすることがで
き、かつ、洗濯槽などの修理のときには、支持部材は上部枠体と一体に外すことができる
ので、修理内容によって支持部材の外し方を自由に選択することができる。さらに、組立
方法を従来と同じように上部枠体を裏側に置いた状態で支持部材を先に取り付け、その後
に上部枠体を枠体に取り付けることができるので、組立ライン構成の変更の必要もない。

され と、 の衣類投入口の後方
設けられ とを備え 、

後面の左右２か所で第１のねじにて固定されるとともに前記上部枠体に前記
衣類投入口の後方上面の左右２か所で第２のねじにて され かつ、 支えら
れるとともに前記枠体に後面の左右２か所で第３のねじにて されるように構成し、前
記上部枠体は、前記第１のねじおよび第２のねじを外すことで前記支持部材が前記枠体に
前記第３のねじにて固定された状態で取外し可能とし、かつ、前記第３のねじを外すこと
で前記支持部材が前記上部枠体に前記第１のねじおよび第２のねじにて固定された状態で
取外し可能と

また
、かつ

ので、
さらに、

るので

外す



躍的に向上することができる。
【００１８】
　また、上部枠体１７は、支持部材１８を上部枠体１７にねじ２３ａ～２３ｄにて取り付
け固定した状態で、ねじ２４ａ、２４ｂを外すことにより、上部枠体１７の前面が上方に
なるように略垂直方向に、枠体１５から取り外すことができ、洗濯槽などの修理のときに
は、支持部材１８を上部枠体１７と一体に外すことができる。
【００１９】
　このように、修理内容によって支持部材１８の取り外し方を自由に選択することができ
る。また、組立方法は、上部枠体１７を裏向きに置いた状態で支持部材１８を先に取り付
け、その後に上部枠体１７を枠体１５に取り付けることができ、組立ライン構成を変更す
ることなく、組立をすることができる。
【００２０】
　このように本実施例によれば、枠体１５の上部に上部枠体１７を装着し、上部枠体１７
は、内部に給水弁１９、吸水ポンプ２０、ヒータ２１などの電装部品、注水部材２２など
を装着した支持部材１８を有し、この支持部材１８は上部枠体１７に取り付け固定すると
ともに、枠体１５に取り付け固定したので、上部枠体１７に直接取り付ける部品点数を低
減できて、組立時等に衣類投入口１６の外観部に傷をつける機会を極端に減らすことがで
き、上部枠体１７の形状を簡易化して、コストを低減できるとともに、支持部材１８に装
着して上部枠体１７に取り付ける部品が重い場合にも上部枠体１７の変形をなくすことが
できる。
【００２１】
　また、支持部材１８を上部枠体１７の下方から取り付けることにより、上部枠体１７の
上方から覆う後方パネル部材を廃止することができ、支持部材１８を設けたことによる部
品の増加を相殺できる。
【００２２】
　また、支持部材１８の枠体１５への取り付け固定部は、枠体１５の後面の１面としたの
で、枠体１５の状態に関わりなく支持部材１８を上部枠体１７と一体に、枠体１５から外
すことができる。
【００２３】
　また、上部枠体１７は、支持部材１８を枠体１５に取り付け固定した状態で、枠体１５
および支持部材１８から取外し可能としたので、支持部材１８に装着している部品の交換
などのサービスを容易にすることができる。
【００２４】
　また、上部枠体１７は、支持部材１８を上部枠体１７に取り付け固定した状態で、枠体
１５から取外し可能としたので、洗濯槽などの修理のときには、支持部材１８は上部枠体
１７と一体に外すことができる。このように修理内容によって支持部材の外し方を自由に
選択することができる。
【００２５】
　なお、本実施例では、支持部材１８の枠体１５への取り付け固定部は、枠体１５の後面
の１面としているが、図３に示すように、枠体１５の両側面の１面としてもよく、同様の
作用効果を得ることができる。
【００２６】
【発明の効果】
　以上のように本発明の請求項１記載の発明によれば、内部に洗濯槽を支持する枠体の上
部に、略中央部に衣類投入口を有する上部枠体 装着 、上部枠体
内部に電装部品、注水部材などを装着した支持部材 、この支持部材は 上部枠
体に

固定 、 枠体に
固定
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が され の衣類投入口の後方
が設けられ 、

後面の左右２か所で第１のねじにて固定されるとともに上部枠体に衣類投入口の後方
上面の左右２か所で第２のねじにて され かつ、 支えられるとともに枠体に後
面の左右２か所で第３のねじにて されるように構成し、上部枠体は、第１のねじおよ
び第２のねじを外すことで支持部材が枠体に第３のねじにて固定された状態で取外し可能



したから、上部枠体に直接取り付ける部品点数を低減
できて、組立て時の傷つきの機会を減らすことができ、上部枠体の形状を簡易化して、コ
ストを低減するとともに、支持部材に装着して上部枠体に取り付ける部品が重い場合にも
上部枠体の変形をなくすことができる。

【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の一実施例の洗濯機の要部分解斜視図
【図２】　同洗濯機の一部切欠した側面図
【図３】　同洗濯機の他の例の要部分解斜視図
【図４】　従来の洗濯機の要部分解斜視図
【符号の説明】
　１５　枠体
　１６　衣類投入口
　１７　上部枠体
　１８　支持部材
　１９　給水弁（電装部品）
　２０　吸水ポンプ（電装部品）
　２１　ヒータ（電装部品）
　２２　注水部材
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とし、かつ、第３のねじを外すことで支持部材が上部枠体に第１のねじおよび第２のねじ
にて固定された状態で取外し可能と

また、支持部材に装着している部品の交換などの
サービスを容易にすることができ、かつ、洗濯槽などの修理のときには、支持部材は上部
枠体と一体に外すことができるので、修理内容によって支持部材の外し方を自由に選択す
ることができる。さらに、組立方法を従来と同じように上部枠体を裏側に置いた状態で支
持部材を先に取り付け、その後に上部枠体を枠体に取り付けることができるので、組立ラ
イン構成の変更の必要もない。



【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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